
　市内小学校で入学式が行われました。ぴかぴかの名
札を胸に着け、式に臨んだ新１年生たち。上級生や先
生、保護者などの拍手に迎えられ、小学校生活の第一
歩を歩み始めました。　　　　　（４月８日／矢指小）
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生
活
支
援
事
業

●
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
の
利
用
助
成
事
業

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
は
り
、

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ま
た
は
指

圧
に
掛
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

※
市
に
登
録
さ
れ
た
業
者
を
利
用
し

た
場
合
の
み
。

助
成
額
／
１
回
当
た
り
１
、
０
０
０

円（
年
間
12
枚
）

●
緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者

世
帯
へ
、
緊
急
事
態
に
備
え
て
24
時

間
体
制
で
対
応
で
き
る
緊
急
通
報
装

置
を
貸
与
し
ま
す
。

※
協
力
員
が
必
要
。

費
用
／
所
得
に
応
じ
て
一
部
負
担
あ

り（
１
月
当
た
り
０
〜
３
、
０
８
６

円
）

●
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
公
共
の
交
通
機
関
お
よ
び
タ
ク
シ

ー
な
ど
の
利
用
が
困
難
な
高
齢
者
、

ま
た
は
身
体
障
害
者
１
〜
３
級
で
下

肢
の
不
自
由
な
40
歳
以
上
の
人
が
、

医
療
機
関
な
ど
の
送
迎（
市
内
に
限

る
）に
、
週
１
回
利
用
で
き
ま
す
。

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
介
護
者
の

同
乗
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
車
い
す
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
利
用

の
人
に
限
る
。

費
用
／
片
道
１
０
０
円
ま
た
は
３
０

０
円

●
家
族
介
護
支
援
金　

　
自
宅
で
常
に
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
高
齢
者
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５

と
認
定
さ
れ
、
か
つ
日
常
生
活
自
立

度（
寝
た
き
り
度
）が
Ｂ
２
以
上
の
人

と
同
居
し
て
い
る
介
護
者
に
、
支
援

金
を
支
給
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
入
院
、
ま
た
は
介
護

保
険
施
設
に
短
期
入
所
し
て
い
る

場
合
は
除
く
。

※
世
帯
の
全
員
に
、
介
護
保
険
料
お

よ
び
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ

と
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
市
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

こ
と
。

支
給
額
／
月
額
１
２
、
０
０
０
円

●
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

　
要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
日
常
動
作
訓
練
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
食
事
を
し
て
要

介
護
状
態
へ
の
進
行
を
予
防
し
ま
す
。

費
用
／
１
日
５
０
０
円（
ま
た
は
３

０
０
円
）＋
食
費　

●
軽
度
生
活
支
援
事
業（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
）

　
要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
、
自
立

し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
軽

度
の
日
常
生
活
の
援
助（
調
理
や
掃

除
な
ど
）を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

費
用
／
１
時
間
未
満
＝
２
３
０
円
、

１
時
間
〜
１
時
間
30
分
未
満
＝
２
９

０
円地

域
支
援
事
業

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業　

　
老
化
や
傷
病
な
ど
に
よ
り
、
調
理

が
困
難
と
な
っ
た
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
高
齢
者
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
を
届
け
、
併
せ
て
安
否
の
確
認

を
行
い
ま
す
。

※
昼
食
の
み
で
週
３
回
以
内
。

費
用
／
１
食
３
０
０
円

●
通
所
型
介
護
予
防
事
業　

　
介
護
予
防
の
た
め
の
生
活
機
能
評

価（
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
）で
、
介
護
予

防
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
高
齢
者
を

対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
応
じ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
運
動
機
能
な

ど
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

場
所
／
介
護
予
防
拠
点（
や
す
ら
ぎ

園
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
）

費
用
／
１
回
５
０
０
円

●
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業　

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
を
対
象
に
、
要
介
護
状
態
へ
の

進
行
を
予
防
す
る
た
め
、
短
期
間
で

の
宿
泊
に
よ
る
日
常
生
活
の
指
導
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

※
６
か
月
で
14
日
以
内
。

費
用
／
事
業
費
の
１
割
を
負
担

●
住
宅
改
修
費
助
成
事
業　

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
が
、
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
に
改

修
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

※
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額
／
対
象
と
な
る
改
修
費
の
２

分
の
１（
限
度
額
１
８
０
、
０
０
０

円
）

●
紙
お
む
つ
給
付
事
業　

　
自
宅
で
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど

で
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
要
介
護
度

が
重
い
高
齢
者
に
、
紙
お
む
つ
を
給

付
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
入
院
、
ま
た
は
介
護

保
険
施
設
に
短
期
入
所
し
て
い
る

場
合
は
除
く
。

給
付
枚
数
／
年
間
２
７
０
〜
５
４
０

枚（
所
得
状
況
、
要
介
護
度
に
応
じ

て
枚
数
が
異
な
り
ま
す
）

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
班

☎
62
‐
５
３
５
０

お
年
寄
り
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
す

　
市
で
は
、
高
齢
者（
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人
）の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
介
護
予
防
や
生
活
支
援
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
状
態
や
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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福
祉
サ
ー
ビ
ス

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
を
支
え
ま
す

在
宅
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

●
居
宅
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　
自
宅
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問

し
、
日
常
生
活
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
重
度
身
体
障
害
者
の
家
庭
に
入
浴

車
が
訪
問
し
ま
す
。

●
移
動
支
援
事
業

　
買
い
物
な
ど
の
用
事
が
あ
り
、
外

出
す
る
と
き
、
移
動
の
手
伝
い
を
し

ま
す
。

施
設
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

●
児
童
発
達
支
援

　
就
学
前
の
児
童
に
、
日
常
生
活
に

お
け
る
基
本
的
な
動
作
の
指
導
、
集

団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
な
ど
を
行
い

ま
す
。

●
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
就
学
し
て
い
る
児
童
に
、
生
活
能

力
向
上
の
た
め
の
訓
練
、
社
会
と
の

交
流
促
進
な
ど
を
放
課
後
や
休
日
に

行
い
ま
す
。

●
短
期
入
所

　
家
族
が
病
気
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

一
時
的
に
介
護
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
、
短
期
間
、
施
設
で
入
浴
や
食
事

な
ど
の
介
護
を
し
ま
す
。

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
障
害
者
の
自
立
を
促
す
た
め
、
共

同
で
生
活
を
し
ま
す
。

●
福
祉
作
業
所
な
ど
へ
の
通
所

　
障
害
な
ど
が
あ
っ
て
雇
用
さ
れ
る

こ
と
が
難
し
い
人
に
、
通
所
に
よ
り

必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

助
成
サ
ー
ビ
ス

●
医
療
費
の
助
成

　
心
身
障
害
者（
児
）の
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

●
難
病
療
養
者
医
療
費
助
成

　
特
定
疾
患
療
養
者
と
小
児
慢
性
特

定
疾
患
療
養
者
の
医
療
費
の
自
己
負

担
額
を
助
成
し
ま
す
。

〈
特
定
疾
患
療
養
者
・
小
児
慢
性
特

定
疾
患
療
養
者
〉

月
額
／
１
４
、
０
０
０
円
ま
で（
入

院
）、
２
、
０
０
０
円
ま
で（
通
院
）

〈
重
症
認
定
者
〉

月
額
／
２
、
０
０
０
円

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
、

費
用
を
助
成
す
る
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
。

●
補
装
具
費
の
支
給

　
補
聴
器
、
車
い
す
、
装
具
、
義
足

な
ど
を
購
入
・
修
理
す
る
場
合
に
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
保
障

●
特
別
障
害
者
手
当

　
常
に
特
別
の
介
護
を
要
す
る
在
宅

の
重
度
障
害
者
に
支
給
し
ま
す
。

月
額
／
２
６
、
０
０
０
円

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
在
宅
の
障
害
児
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
し
ま
す
。

月
額
／
４
９
、
９
０
０
円（
１
級
）、

３
３
、
２
３
０
円（
２
級
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
常
に
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
重
度

障
害
児
に
支
給
し
ま
す
。

月
額
／
１
４
、
１
４
０
円

●
ね
た
き
り
身
体
障
害
者
お
よ
び
重

度
知
的
障
害
者
介
護
手
当

　
在
宅
の
寝
た
き
り
身
体
障
害
者
、

ま
た
は
重
度
知
的
障
害
者
を
介
護
し

て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
場
合
は
除
く
。

月
額
／
８
、
６
５
０
円

●
心
身
障
害
者
扶
養
年
金
制
度

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
人

で
、
県
の
心
身
障
害
者
扶
養
年
金
に

加
入
し
、
月
々
一
定
の
掛
け
金
を
納

付
し
て
い
た
人
に
万
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
、
残
さ
れ
た
心
身
障
害

者
に
終
身
一
定
の
年
金
を
給
付
し
ま

す
。給

付
サ
ー
ビ
ス

●
日
常
生
活
用
具
な
ど
の
給
付

　
在
宅
障
害
者（
児
）に
ス
ト
マ
装
具
、

紙
お
む
つ
、
歩
行
補
助
つ
え
な
ど
の

日
常
生
活
に
必
要
な
用
具
を
給
付
し

ま
す
。

※
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
を
支
え
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

☎
62
‐
５
３
５
１

　
各
サ
ー
ビ
ス
に
は
利
用
者
負
担

や
所
得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
利

用
の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
を
支
え
、
喜
び
や
生
き
が
い

を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
は

　
別
表
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
メ
ニ
ュ
ー
が
昨
年
度
よ
り
増
え
、

全
部
で
55
講
座
に
な
り
ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
の
内
容
は
、
旭
中
央
病
院
広

報
室（
☎
63
‐
８
１
１
１
・
代
表
）に

問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
お
よ
び
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
の
で
き
る
人
は

　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た

団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

時
間
と
場
所
な
ど
は

　
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間
で
、

90
分
以
内
。
日
時
は
相
談
に
応
じ
ま

す
。
場
所
は
申
し
込
み
を
す
る
人
が

手
配
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
配
が
難

し
い
場
合
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

講
師
料
は

　
無
料

申
し
込
み
方
法
は

　
市
民
生
活
課
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
希
望
日
の
１
か

月
前
ま
で
に
、
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

がんの予防と治療法 感染症やその他の病気
1 前立腺がんについて 29 てんかんについて
2 ロボットを使った前立腺がん手術 30 うつ病について
3 大腸ポリープの診断と治療 31 熱中症について
4 肺がんの診断と治療について 32 低体温症について
5 口

こ う

腔
く う

がんと口腔粘膜の病気について 33「炎症」って何？
6 「腫瘍」とは 34 インフルエンザについて
7 がん検診と細胞診 35 インフルエンザと胃腸炎の予防法
8 がん患者さんを支える相談支援と緩和ケアチーム 36 性感染症について
9 がん患者とその家族のための緩和ケアについて 介護やケアのアドバイス

生活習慣と関わりの深い病気 37 足の悩みとケアについて
10 生活習慣病と心血管疾患の関係 38 介護を必要とする体にならないために
11 高血圧の話 39 高齢者の栄養管理について
12 メタボリックシンドロームについて 40 高齢者の口腔ケアについて
13 肺血栓塞栓症について 41 口腔ケアと入れ歯の取扱い方について
14 狭心症、心筋梗塞を防ごう 42 在宅で出来る脳卒中リハビリテーション
15 動脈硬化とその予防 43 排

は い

泄
せ つ

介助が必要な高齢者のケア
16 冠動脈疾患のカテーテル治療について 44 褥

じょく

瘡
そ う

予防とそのケアについて
性別や加齢による病気 子育てのヒント
17 頻尿への対処法 45 幼児の発達について
18 尿路結石について 46 乳幼児のむし歯とその予防について
19 男性ホルモンと病気の関係 47 小児・虐待予防について（早期発見、予防、ケアなど）
20 更年期障害にお悩みですか？ 48 命の大切さを知ろう（新生児科の現場から）
21 子宮脱の予防と治療 食事に関するアドバイス
22 物忘れと認知症 49 糖尿病の食事療法
23 正常圧水頭症について 50 脂質異常症の食事療法
24 顔面けいれん、三

さ ん

叉
さ

神経痛について 51 高血圧症の食事療法
いざというときのために 52 病院食ってどんな食事？
25 家庭で出来る応急処置について 53 入れ歯と歯科インプラントの話
26 野外（レジャー）での応急処置について その他
27 心肺蘇生法について 54 なぜ医療機関の役割分担が必要なの？
28 中毒・誤飲について 55 放射線と放射能について知ろう

【別表】健康づくり出前講座メニュー

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
応
援
団
！

「
健
康
づ
く
り
出
前
講
座
」
ど
う
ぞ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

☎
62
‐
５
３
９
６

d 

62
‐
５
８
５
５

shim
in-seikatsu@

city.
asahi.lg.jp

　
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
始
め

た
「
健
康
づ
く
り
出
前
講
座
」。
こ
の
講
座
は
、
旭
中
央
病
院
の

医
師
や
看
護
師
な
ど
が
皆
さ
ん
の
集
ま
る
場
所
に
出
向
き
、
健
康

維
持
や
病
気
予
防
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
聞
き
た
い
」「
知
り
た
い
」

を
届
け
ま
す
。
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市
で
は
、
自
主
的
な
防
災
活
動
を

行
う
区
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は

　
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
な
ど
、
地
域
住
民
の
自
衛
意

識
と
連
帯
感
で
結
成
さ
れ
た
組
織
を
、

自
主
防
災
組
織
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
大
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

警
察
や
消
防
な
ど
の
活
動
は
、
著
し

く
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
住

民
自
ら
が
防
災
活
動
を
行
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

対
象

　
区
や
自
治
会
な
ど
の
日
常
生
活
圏

域
を
単
位
と
し
、
自
主
的
な
防
災
活

動
を
行
う
組
織

対
象
事
業

【
地
域
の
自
主
的
な
防
災
訓
練
】

補
助
額
／
事
業
に
要
し
た
費
用
の
３

分
の
２
に
相
当
す
る
額（
千
円
未
満

切
り
捨
て
）と
し
、
10
万
円
を
限
度

と
す
る
。

【
防
災
用
資
機
材
な
ど
の
購
入
】

補
助
額
／
●
自
主
防
災
組
織
の
設
立

時
に
購
入
す
る
場
合
：
費
用
の
全
額

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）と
し
、
20
万

円
を
限
度
と
す
る
。 

●
前
記
以
外

で
購
入
す
る
場
合
：
費
用
の
３
分
の

２
に
相
当
す
る
額（
千
円
未
満
切
り

捨
て
）と
し
、
10
万
円
を
限
度
と
す

る
。

注
意
事
項

●
ほ
か
の
補
助
事
業
と
の
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
防
災
訓
練
で
の
補
助
は
、
１
年
度

に
つ
き
１
回
ま
で
。

●
購
入
補
助
は
前
５
年
度
の
間（
当

該
年
度
を
含
む
）に
、
ほ
か
の
資

機
材
購
入
補
助
金
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。

申
請
方
法

　
総
務
課
に
あ
る
申
請
書
に
、
必
要

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班

☎
62
‐
５
３
１
１

自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
う

区
な
ど
に
補
助
金
を
交
付

あなたが住んでいる家
耐震性に不安はありませんか？

住宅相談会を開催します
　新耐震基準（昭和56年５月）以前に建てられた木造住宅
の耐震化促進の一環として、住宅相談会を開催します。希
望者には耐震診断（一般診断法）を行います。この機会を利
用して、住まいの耐震性を確認してみませんか？
　また住宅全般についても相談を受け付けます。
日時／５月14日（水）、６月11日（水）、７月９日（水）　午
後１時〜５時
場所／都市整備課
費用／無料
※要事前申し込みで、相談時間は１人１時間程度。

木造住宅の耐震診断費・耐震改修費に補助金
　耐震診断や耐震改修を行う場合、補助金を交付します。
なお補助を受けるには、耐震診断・耐震改修設計を依頼す
る前に申請書を提出する必要があります。
対象／市内に住所があり、住宅を所有し現に住んでいる人
対象住宅／昭和56年５月31日以前に建築（着工）された市
内にある木造一戸建て住宅または併用住宅
補助額／●耐震診断費：事業に要した費用の２分の１以内
とし、４万円を限度とする。 ●耐震改修費：事業に要し
た費用の３分の１以内とし、40万円を限度とする。
※補助金の交付は、対象住宅１棟につき１回まで。

申請・問い合わせ先
都市整備課建築班（☎62-5895）

（仮称）道の駅あさひ
「農畜水産物出荷希望者説明会」
を開催します

　道路利用者などのための休憩施設、また「食の郷旭市」の
推進や地域活性化なども目的とする道の駅。平成27年度
中の開業を目指し、施設整備事業を進めています。
　今回、この道の駅への出荷希望者を対象に説明会を開催
します。説明内容はどの場所でも一緒ですので、都合の良
い日に出席してください。
期日・場所／●５月19日（月）：旭市商工会館　●５月20
日（火）：干潟公民館　●５月22日（木）：いいおかユートピ
アセンター　●５月23日（金）：海上公民館
時間／午後６時〜７時30分（受け付け：午後５時30分〜）
対象／農畜水産物生産者、加工品の出荷希望者
※一般菓子類や総菜類、土産品などの納入希望者説明会は
７月に開催予定。

問い合わせ先
企画政策課政策推進班（☎62-5382）

「道の駅」完成イメージ

「
旭
市
自
主
防
災
組
織
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
制
定
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岡中央保育所と三川保育所を統合した新し
い保育所が、飯岡支所敷地内に完成。４月

１日から「旭市立いいおか保育所」としてスタート
しました。これは、老朽化で耐震性に不安のあっ
た両保育所を統合移転したものです。開所式など
を経て本格的な保育が始まると、真新しい庭では
子どもたちの遊ぶ姿などがありました。
　建物は鉄筋コンクリート造り２階建てで、延べ
床面積992.19㎡。津波に備え外階段やスロープ
を設け、屋上（海抜14.6ｍ）は300人が避難でき
るようになっています。

飯

③

②

①新しい保育所の庭で遊ぶ子どもたち
②子どもたちも参加した開所式（４月２日）

飯
岡
地
域
の
保
育
所
が
統
合
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト

「
旭
市
立
い
い
お
か
保
育
所
」開
所

春を届けるハーモニー
あさひ少年少女合唱団　第９回スプリングコンサート

フィナーレは会場全体に呼び掛けて合唱

さひ少年少女合唱団が、恒例の春のコンサートを３
月30日に東総文化会館で開催しました。

　この日子どもたちはホールに歌声を響かせたほか、ダン
スなども披露。それに合わせて来場者のリズムを取ったり、
笑顔で見つめたりする姿がありました。またフィナーレに
は出演者全員が舞台に上がり、来場者と共に復興支援ソン
グ「花は咲く」を歌い上げていました。

あ

日本大震災で被災し、住宅の再建が困難な人が入居
する災害公営住宅が仮設住宅飯岡の南側に完成。そ

の住宅入居者への鍵引き渡し式が４月２日、飯岡保健セン
ターで行われました。この日、鍵を受け取った入居者は、
早速、室内を確認したり荷物を運び入れたりしていました。
　災害公営住宅（３階建て集合住宅・33戸）には、仮設住
宅などから33世帯54人が入居。新たな生活が始まりまし
た。

新たな生活が始まる
災害公営住宅へ入居開始

室内を確認する入居者

東

①

②
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春を告げる伝統の演舞
熊野神社・鎌数の神楽

訪れた人たちに菓子をまく保
うけ

食
もち

の
神（鎌数の神楽）

華やかな衣装を身にまとった稚児
舞（熊野神社の神楽）

野神社の神楽が清和乙にある境内で３月21日、鎌
数の神楽が３月27日と28日に鎌数伊勢大神宮で、

地域の平穏や五穀豊
ほう

穣
じょう

などを願い奉納されました。
　江戸時代から続く伝統の神楽は、共に千葉県指定無形民
俗文化財。神楽殿の前には多くの人が訪れ、次々に披露さ
れる演舞を見入ったり、写真を撮ったりしていました。

熊

交通安全を願う手紙を贈る子どもたち

交通安全はみんなの願い5

頭では交通安全関係団体などが啓発物の配布を行い、交通
事故防止を呼び掛けていました。

　春の全国交通安全運
動出動式が旭警察署で
開催。この日、市内の
子どもたちが高齢者
に、交通安全を願う手
紙を贈り、交通事故に
遭わないよう互いに誓
い合いました。また街

4

指導員や保護者と一緒に工作

発明クラブ第32期生たちが活動開始13

こまが作られました。完成したこまを回す子どもたち。「よ
く回った」「楽しかった」などと笑顔を見せていました。

　旭少年少女発明クラ
ブ開始式が、青年の家
体育館そばの発明クラ
ブ工作室で行われ、第
32期生たちの活動が
始まりました。この日
は親子工作が行われ、
ビー玉とＣＤを使って

4

市ママさんバレーボール都市交流大会が３月22日、
23日の二日間にわたり総合体育館で開催。市内外

から19チームが参加したこの大会には、1976年のモント
リオール五輪で金メダルを獲得した白井貴子さんが訪れ、
指導に当たりました。「レシーブは前にボールを押し出すよ
うに」「ブロックは、スパイクを打つ人の鼻を見て跳ぶ」と
いったアドバイスに耳を傾け、練習を行う参加者たちの姿
がありました。

金メダリストがバレーボールを指導
旭市ママさんバレーボール都市交流大会

白井さんの指導に視線が集まる

旭

宮本英一さん（下永井）

人権擁護委員に再任１
　法務大臣の委嘱により、宮本英一さ
んが４月１日付けで人権擁護委員に再
任されました。人権擁護委員は、日常
で起こるさまざまな人権問題を解決す
るため、皆さんの相談に応じます。な
お相談日は毎月第１〜４火曜日。くわ
しい内容は、広報あさひの１日号の相
談室に掲載しています。

４

平野哲也さん（イ）

新たに監査委員を選任１
　平成26年旭市議会第１回定例会で
同意を得て、平野哲也さんが４月１日
付けで監査委員に選任されました。平
野さんは、地方自治法196条に規定の
ある「優れた識見を有する者」として選
ばれています。なお監査委員は、市の
事業の定期監査や例月出納検査、決算
審査などを行います。

４

広報あさひ　2014.5.17



　
現
在
、
被
保
険
者
数
の
減
少
や
景

気
低
迷
な
ど
に
よ
る
税
収
入
の
減
少
、

高
齢
化
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
う

高
額
な
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
事
業
は
厳
し
い
財
政

状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
左
表
の
と
お
り

国
保
税
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
税
収
納
率
の
向
上
や
、

特
定
健
診
の
受
診
促
進
、
後
発
医
薬

品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）の
利
用

促
進
な
ど
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
保
険
給
付
費
の

適
正
化
や
保
健
事
業
の
推
進
な
ど
、

安
定
的
に
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制

度
と
し
て
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
本
年
度（
改
定
後
）の
国
保
税

の
納
税
通
知
書
は
、
６
月
中
旬
に
発

送
予
定
で
す
。　

問
税
務
課
課
税
班（
☎
62
‐
５
３
２

１　
※
国
保
税
に
関
す
る
こ
と
）、

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
班（
☎

62
‐
５
３
３
１　
※
国
民
健
康
保
険

の
内
容
に
関
す
る
こ
と
）

復
興
財
源
を
確
保
す
る
た
め

個
人
住
民
税（
市
・
県
民

税
）の
均
等
割
額
を
改
定

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施

策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地

方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
が

実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要

す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め

に
、
本
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
の
10

年
間
、
臨
時
の
措
置
と
し
て
市
・
県

民
税
の
均
等
割
額
に
、
年
間
５
０
０

円
ず
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
個
人
市
民
税
均
等
割
額

〈
改
定
前
〉

　
３
、
０
０
０
円

〈
改
定
後
〉

　
３
、
５
０
０
円

●
個
人
県
民
税
均
等
割
額

〈
改
定
前
〉

　
１
、
０
０
０
円

〈
改
定
後
〉

　
１
、
５
０
０
円

問
税
務
課
課
税
班（
☎
62
‐
５
３
２

１
）便

利
な
口
座
振
替
の
利
用
を

市
税
の
納
付

　
市
税
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振

替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
は
、
市
役
所
や
金
融
機

関
ま
で
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
め

忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
現
金
な

ど
を
持
ち
歩
く
必
要
も
な
い
た
め
、

便
利
で
安
全
・
安
心
な
納
付
方
法
で

す
。

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）の
税
率
な
ど
を

改
定 く

ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ワイド

区分 改定前 改定後

医療分
（０〜74歳）

所得割　※1 6.5％ 6.6％
資産割　※2 30.0％ 20.0％
均等割（1人当たり） 12,000円 21,000円
平等割（1世帯当たり） 20,000円 26,000円
課税限度額 47万円 51万円

後期高齢者
支援金分

（０〜74歳）

所得割　※1 1.5％ 2.3％
均等割（1人当たり） 12,000円 12,000円
課税限度額 12万円 14万円

介護分
（40〜64歳）

所得割　※1 1.2％ 1.7％
均等割（1人当たり） 12,000円 14,000円
課税限度額 9万円 12万円

税率および課税限度額の改定内容

　
申
し
込
み
手
続
き
は
、
預
金
通
帳

と
通
帳
印
を
持
参
の
上
、
市
指
定
の

金
融
機
関（
納
付
書
に
記
載
）ま
た
は

郵
便
局
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
口

座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
持
参
の
上
、

口
座
名
義
人
本
人
が
税
務
課
の
窓
口

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
税
班（
☎
62
‐
５
３
２

２
）納

期
内
に
早
め
の
納
付
を

自
動
車
税

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
６
月
２

日
（月）
で
す
。
５
月
上
旬
に
納
税
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
度
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
納
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
納
期
限
ま
で
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

問
自
動
車
税
事
務
所（
☎
０
４
３
‐

２
４
３
‐
２
７
２
１
）、
旭
県
税
事

務
所（
☎
62
‐
０
７
７
２
）

※1　前年の総所得額－33万円に税率を掛けて算定します。
※2　固定資産税額のうち土地と家屋に係る税額に税率を掛けて算定します。

区分 所得要件 軽減割合

改定前
世帯主と加入者の前年所得の合計が、33万円以下の世帯 6割減額
世帯主と加入者の前年所得の合計が、33万円＋加入者数（世帯主
を除く）×24万5,000円以下 4割減額

改定後

世帯主と加入者の前年所得の合計が、33万円以下の世帯 7割減額
世帯主と加入者の前年所得の合計が、33万円＋加入者数×24万
5,000円以下 5割減額
世帯主と加入者の前年所得の合計が、33万円＋加入者数×45万
円以下 2割減額

所得の少ない世帯への軽減措置の改定内容

※軽減割合は、均等割・平等割の算定に適用されます。

問
…
問
い
合
わ
せ

…
申
し
込
み
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旭中央病院便り
vol.21

知
っ
て
い
ま
す
か

特
別
障
害
給
付
金
制
度

　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
が
あ
る

人
を
対
象
に
、
給
付
金
を
支
給
す
る

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象

　
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間

内
に
初
診
日（
障
害
の
原
因
と
な
る

傷
病
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師
ま
た

は
歯
科
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）

が
あ
っ
て
、
現
在
障
害
基
礎
年
金

１
・
２
級
相
当
の
障
害
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

（１）
平
成
３
年
３
月
31
日
以
前
に
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学

生
（２）
昭
和
61
年
３
月
31
日
以
前
に
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被

用
者（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な

ど
の
加
入
者
）の
配
偶
者

※
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、

当
該
障
害
状
態
に
該
当
し
た
人
に

限
り
ま
す
。　

請
求
窓
口

　
市
保
険
年
金
課
で
手
続
き
が
で
き

ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
請
求
の
審
査
は
日
本
年
金
機
構
が

行
い
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班（
☎
62
‐
５
３
３
２
）

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

高めよう健康意識「第49回市民健康講座」開催
　健康への関心を高めてもらおうと、定期的に市民健康
講座を開催しています。誰でも無料で参加できます。
日時／６月７日（土）　午後２時〜４時
※午後１時20分JR旭駅発、旭中央病院行きバスあり。
場所／本館３階しおさいホール
内容／●講演１「ＩＭＲＴ　強度変調放射線治療〜新し
いがん治療はみんなが作る〜」（放射線科（治療部門）医
長・医師：太田さや子）  ●講演２「てんかんについて〜
結構多い病気ですよ〜」（脳神経外科部長・医師：持田英
俊）

「看護の日」のイベント開催
日時／５月14日（水）　午前９時30分〜午後２時30分
場所／本館２階エレベーター連絡通路ほか
内容／各種測定（血圧、体脂肪など）、生活習慣病予防、
栄養指導、子ども向け白衣試着コーナーなど
※場所・内容は変更になる場合があります。
問旭中央病院（☎63-8111・代表）

後発医薬品（ジェネリック医薬品）への切り替
えを行っています
　国は、皆さんの病院窓口での支払い負担軽減と、医療
費削減の観点からさまざまな施策を行っています。
　その一つとして、先発薬と同じ有効成分で製造され、
価格も抑えられたジェネリック医薬品の利用を促進して
います。当院でも現在、ジェネリック医薬品への切り替
えを行っており、これにより診察および薬の待ち時間が
通常より長くなる場合があります。
　また一度に複数の薬剤がジェネリック医薬品に変更に
なる場合があります。服用（使用）の際は一緒に渡す「変
更のお知らせ」を必ず確認し、不明な点は連絡してくだ
さい。

災害復旧・復興費として　
株式会社エージー・ジャパン／30万5,000円、ホテ
ル日航成田／16万4,000円、２０１３ぬくもりコン
サート実行委員会／13万2,000円、梅一輪酒造株式
会社／10万円

青少年健全育成のための費用として
公益社団法人銚子法人会／30万円

旭市学校給食センターの学校給食賄い材料として
株式会社千葉県食肉公社／豚肉および牛肉478kg（47
万7,000円相当）、豚肉190kg（13万6,000円相当）

矢指小および古城小の教育備品として　
旭市ゴルフ協会／教材提示装置１台、液晶テレビ１台
およびＤＶＤプレーヤー４台（12万円相当）

議会に報告された寄付
※順不同、敬称略

あ
な
た
の
農
業
を
支
援
し
ま
す

園
芸
施
設
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推
進
事

業
・
攻
め
の
農
業
実
践
緊
急
対
策
事
業

園
芸
施
設
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推
進
事

業
　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
園
芸
生

産
施
設
で
使
用
す
る
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
型
加
温
機
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な

ど
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
／
４
分
の
１
以
内（
１
０
０

万
円
ま
で
）

対
象
／
認
定
農
業
者
な
ど

主
な
要
件
／
導
入
機
器
が
一
定
以
上

の
性
能
で
あ
る
こ
と

攻
め
の
農
業
実
践
緊
急
対
策
事
業

　
農
地
を
フ
ル
活
用
し
、
低
コ
ス
ト

生
産
を
実
現
す
る
た
め
、
農
地
の
集

積
・
集
約
化
に
必
要
な
機
械
な
ど
の

リ
ー
ス
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
／
リ
ー
ス
期
間
に
よ
り
変
動

対
象
／
農
業
者
、
農
業
団
体
な
ど

主
な
要
件
／
●
５
戸
以
上
の
農
業
者

で
生
産
効
率
化
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

こ
と　
●
リ
ー
ス
期
間
は
４
年
以
上

で
法
定
耐
用
年
数
以
内
で
あ
る
こ
と

〈
共
通
事
項
〉

　
本
年
度
に
計
画
を
し
て
い
る
人
は
、

５
月
15
日

（木）
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
農
水
産
課
振
興
班（
☎
68
‐
１
１

７
５
）
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「そして、星の輝く夜がくる」
� �

真山仁 著（講談社）
　被災地にある遠間第一小学校に、神
戸から応援教師として赴任した小野寺
は、子どもたちとの交流の中で、被災
地の抱える問題と向き合っていく。頑
張るな、我慢するな。子どもたちの怒
りをぶつけた「わがんね新聞」は、やが
て大人たちをも立ち上がらせる。
　震災から３年。自ら
も阪神・淡路大震災の
被災者である著者の、
混乱から未来へと向
かっていく希望を描
いた連作短編集。

●熱く生きる	 （天野篤）
●ゼロから教えて新人教育
	 （大部美知子）
●会話に強くなる	 （齋藤孝）
●家で介護が必要になったとき
	 （田中元）
●地震と独身	 （酒井順子）
●親と子で学ぶ算数入門	 （遠山啓）
●パンダが来た道	 （Ｈ・ニコルズ）
●キッチンの歴史	（Ｂ・ウィルソン）
●森のさんぽ図鑑	 （長谷川哲雄）
●辞書になった男	 （佐々木健一）
●「今昔物語」いまむかし	（野口武彦）
●願いながら、祈りながら	（乾ルカ）
●日本橋本石町やさぐれ長屋
	 （宇江佐真理）

市図書館だより 問市図書館（☎62-2560）

今月の一冊 新着図書 ●龍の行方	 （遠藤武文）
●水軍遙かなり	 （加藤廣）
●嗤

わら

う名医	 （久坂部羊）
●首都崩壊	 （高嶋哲夫）
●紅花染め秘帳	 （平岩弓枝）
●銀座千と一の物語	 （藤田宜永）
●相も変わらずきりきり舞い
	 （諸田玲子）
●まいない節	 （山本一力）
●小さな異邦人	 （連城三紀彦）
●決意とリボン	 （林真理子）

＊おはなしの時間＊
幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／５月８日（木）、22日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

開館時間／火〜金曜日…午前9時〜午後6時　土・日曜日…午前9時〜午後5時
今月の休館日／３日（土・祝）〜６日（火・振休）、15日（木）、毎週月曜日

文化情報ナビ
文化施設からのお知らせ

※入場料を記載していない催し物は無料です。

あさひロシア交流コンサート
　シベリアの大自然
から誕生した民族舞
踊団、シベリアのモ
ザイクを迎え、あさ
ひ少年少女合唱団と
共演します。
日時／６月26日（木）
開場：午後６時30分　開演：午後７時
入場料／1,000円（全席指定）
チケット発売所／三川屋駅前店・国道店、サンモールイ
ンフォメーション、ラブイシカワ、向後文具店、東総文
化会館、いいおかユートピアセンター、干潟公民館、生
涯学習課（海上支所１階）　
問生涯学習課文化振興班（☎55-5728）

東総文化会館
５月の休館日　７日、12日、19日、26日

絵本の読み聞かせ会
日時／５月10日（土）　午後２時〜２時30分
問海上公民館（☎55-2566）

海上公民館

飯岡絵画教室同好会展
期間／５月１日（木）〜15日（木）
ユートピアセンターアメリカンフ
ラワー講座作品展
期間／５月16日（金）〜30日（金）
〈共通事項〉
時間／午前９時〜午後５時　※最
終日は午後３時まで
問海上ふれあい館（☎55-5115）

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
休館日　毎週月曜日

香葉書道会
期間／５月５日（月・祝）〜11日（日）
時間／午前10時〜午後５時　※11日は午後４時まで
問香葉書道会（☎63-8526）
鈴輪押花会
期間／５月12日（月）〜18日（日）　
時間／午前10時〜午後５時　※18日は午後４時まで
問鈴輪押花会（☎63-1875）
旭花木盆栽愛好会
期間／５月31日（土）、６月１日（日）
時間／午前９時〜午後４時　
問旭花木盆栽愛好会（☎62-1136）
※まちかどギャラリー「銀座」の使用に関する問い合わせ
は、商工観光課商業振興班（☎62-5874）へ。

まちかどギャラリー「銀座」
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一人で悩まず相談してみませんか！
　日々の暮らしの中で発生するさまざまな問題を解決するため、各種の無
料相談を行っています。秘密は守られます。相談室

相談名 内　容 期　日  ・  時　間 場　所 問い合わせ

交通事故相談
示談、賠償額の算出、
自賠責保険の請求の仕
方など

５月19日（月）　午前10時～午後３時
※待ち時間解消のため、要事前連絡 市役所本庁 市民生活課

☎62-5396

市の法律相談
法律問題
※�市民を対象（同一内
容での相談は１回限
り）

５月12日（月）　午後１時30分～４時
※予約制  ２日（金）午前８時30分から受け付け 海上支所

市民生活課
☎62-5396５月26日（月）　午後１時30分～４時

※予約制　15日（木）午前８時30分から受け付け 市役所本庁

人権･行政相談 人権問題、行政への要
望・意見など

５月13日（火）　午後１時30分～３時30分 飯岡支所
市民生活課
☎62-5396５月20日（火）　午後１時30分～３時30分 海上支所

５月27日（火）　午後１時30分～３時30分 干潟支所

心配ごと相談 家庭内の心配事など

５月 7日（水）　午後１時30分～３時30分 飯岡福祉センター
旭市社会福祉協議会
本所☎57-5577
旭支所☎64-2570
海上支所☎55-5517
干潟支所☎68-1079

５月14日（水）　午前10時～午後３時30分 青年の家２階

５月21日（水）　午後１時30分～３時30分 海上ふれあいサ
ポートセンター

５月28日（水）　午後１時30分～３時30分 干潟支所

消費生活相談 物品購入時のトラブル、
多重債務の相談など 月〜金曜日　午前９時〜午後４時 旭市消費生活センター

（青年の家１階）
旭市消費生活センター
☎62-8019

こころの
健康相談

精神障害（うつ病・アル
コールなど）

５月19日（月）　午後１時30分〜３時
※予約制 旭市保健センター

海匝健康福祉センター
☎0479-22-0206
市社会福祉課
☎62-5351

子育て相談 子育てに関する質問や
情報提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 旭市子育て支援センター

（南分館２階）
旭市子育て支援センター
☎62-7099

家庭児童相談 不登校･児童虐待･児童
養育問題など 月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室

（子育て支援課内）
家庭児童相談室
☎62-5362

教育相談（学校）学校教育についての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所２階 学校教育課 
☎55-5726

教育相談（家庭）家庭教育・子育ての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所１階 生涯学習課 
☎55-5747

市民健康相談
生活習慣病をはじめ子
どもからお年寄りまで
の健康相談

月～金曜日　午前８時30分～午後５時 （電話受付）
旭市保健センター
☎63-8766
飯岡保健センター
☎57-3113

歯科相談 診察、歯磨き指導など ５月22日（木）　午前９時30分〜
受け付け：午前９時15分～10時30分 飯岡保健センター 飯岡保健センター

☎57-3113

福祉の総合相談
障害者への虐待問題、
権利擁護など福祉（生
活）全般にわたる相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支
援センター海匝
ネットワーク

中核地域生活支援センター
海匝ネットワーク、旭市障
害者虐待防止センター
☎60-2578 FAX60-2579

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 高齢者福祉課 旭市地域包括支援センター
☎62-5433

障害者差別相談 障害者差別に関する相談 月～金曜日　午前９時～午後５時 （電話受付） 海匝健康福祉センター
☎0479-22-0739

職業相談 職業相談、求人情報の
提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家１階）
地域職業相談室 
☎62-5359

行政書士会 相続、遺言、許認可申
請、農地転用など ５月10日（土）　午後１時～４時 青年の家２階 千葉県行政書士会東総支部・寺村

☎63-7813

司法書士会 不動産登記、法律問題
多重債務の相談など

５月10日（土）　午後１時～５時
※８日（木）までに電話予約 市民会館２階 司法書士飯嶋事務所

☎0479-25-0567

税理士会 税務全般にわたる相談 ５月13日（火）　午前10時～午後５時
※予約制（受け付けは平日の午後１時〜） 銚子商工会館２階 千葉県税理士会銚子支部

☎0479-22-3901
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健康インフォメーション

特定不妊治療費を助成します
　不妊治療は医療保険の対象外で、高額な医療費が掛かりま
す。市では、特定不妊治療費の一部を助成します。
対象／次の要件を全て満たすこと
①戸籍上夫婦である。
②�夫および妻が申請日の１年以上前から、旭市に住所があり
居住している。
③千葉県特定不妊治療費助成事業の助成決定を受けている。
④夫および妻が申請日において、市税の滞納がない。
助成額／不妊治療に要した費用から、千葉県特定不妊治療費
助成事業による助成額を引いた額の２分の１
※�年額10万円を上限とし、４月１日以降に治療を始めたも
のに限る。
健康管理課庶務企画班（☎63-8766）

※�県の助成事業の内容や指定医療機関などは、県ホームペー
ジ（http://www.pref.chiba.lg.jp/jika/boshi/funinchi 
ryou/）で確認できます。

今月の休日救急診療日
期日／５月３日（土・祝）、４日（日・祝）、５日（月・祝）、
６日（火・振休）、11日（日）、18日（日）、25日（日）
時間／午前９時〜正午、午後２時〜５時
場所／旭中央病院附属飯岡診療所
科目／内科、小児科（４歳以上）
問健康管理課庶務企画班（☎63-8766・平日）、旭中央病
院附属飯岡診療所（☎57-2307・休日救急診療日）
※けがなどの外科的な診療は受けられません。

期　日 場所・受付時間

５月14日（水）
旭市保健センター

10：00〜11：45
13：00〜15：45

問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）
※�献血カードを持っている人は持参してください。

献血に協力を！

親と子の健康づくり  場所・問飯岡保健センター（☎57-3113）
種　別 期　日 受付時間 対象・内容

健康
診査

乳児健康診査 ５月 9日（金） 12：50〜13：10 平成25年12月24日〜26年 1月 9日生
５月26日（月） 平成26年 1月10日〜30日生

１歳６か月児健康診査 ５月 7日（水） 12：50〜13：10 平成24年10月 4日〜25日生

２歳児歯科健康診査 ５月 1日（木） 9：00〜 9：20 平成23年10月20日〜11月 8日生
５月 8日（木） 平成23年11月 9日〜23日生

３歳児健康診査 ５月 2日（金） 12：50〜13：10 平成22年11月10日〜29日生
５月16日（金） 平成22年11月30日〜12月11日生

相談

ことばや発達の相談
※予約制

５月12日（月） 9：30〜14：30 就学前の子どもの言葉や発達に関する個別相談５月23日（金）
育児相談
※旭市保健センター ５月15日（木） 9：00〜10：00 乳幼児の発育確認、言葉、食事、歯などに関する

相談
歯科相談 ５月22日（木） 9：15〜10：30 歯科医師による診察と歯科衛生士の歯磨き指導

教室

両親学級
５月13日（火）第３回

9：00〜 9：15
お産の経過と呼吸法、赤ちゃん抱っこ体験など

５月27日（火）第４回 沐
もく
浴
よく
実習、妊婦体験など

子育て学級 ５月13日（火）第２回 9：15〜 9：30 平成26年１〜２月生まれの第１子と希望者
離乳食教室
※申込制 ５月20日（火） 13：00〜13：20 平成25年11〜12月生

内容：離乳食の進め方（講話、調理実習）

※�現在、子宮頸
けい
がん予防ワクチンの接種を積極的には勧めていません。

接種に当たっては、有効性とリスクを理解した上で受けてください。

【個別接種】　場所：各指定医療機関 【任意接種】　場所：各指定・協力医療機関
種　別 対　象

ヒブワクチン 生後２か月〜５歳未満
小児用肺炎球菌ワクチン 生後２か月〜５歳未満
三種混合、四種混合、ポリオ 生後３～90か月未満

麻しん・風しん混合ワクチン
１期：生後12〜24か月未満
２期：�平成20年４月２日〜21

年４月１日生

日本脳炎
１期：�生後36〜90か月未満
２期：９〜13歳未満
特例対象者：�平成７年４月２日

〜19年４月１日生

種　別 対　象

高齢者肺炎球菌予防ワクチン
70歳以上
※�過去５年以内未接種者に3,000
円を助成（助成は１回限り）。

風しん、麻しん・風しん混合
ワクチン

20歳以上49歳以下で妊娠を予
定・希望している女性、または妊
婦の夫
※�費用の一部を助成。接種後、健
康管理課に申請してください。

予防接種　問旭市保健センター（☎63-8766）

種　別 期　日 受付時間 対　象

ＢＣＧ ５月 7日（水） 13：15〜13：45 生後5〜8か月未満 ５月21日（水）

【集団接種】　場所：旭市保健センター
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…申し込み　問…問い合わせ

契約トラブル・悪質商法に関する相談
「週末・出張消費生活センター」
　平日に相談できない人のため、相談
員が地域に出向き、相談に応じます。
日時／５月10日（土）　午前９時〜午後
４時
場所／いいおかユートピアセンター小
会議室
旭市消費生活センター（☎63-7272）

市税の夜間・休日納税窓口

〈日時〉
●夜間納税窓口：５月12日（月）、26
日（月）　午後８時まで
●休日納税窓口：５月25日（日）　午
前８時30分〜午後５時

〈場所〉
　税務課
税務課収税班（☎62-5322）

お知らせ
Information

赤十字活動資金への協力を！

　５月、６月は、赤十字運動月間です。
日本赤十字社は、国内の災害時の救護
をはじめ、国外の紛争・自然災害の被
災者に対する緊急救援活動など、さま
ざまな人道的活動を行っています。こ
れらの活動は、皆さんから寄せられた
善意によって支えられています。
　自宅や勤務先に区の役員、赤十字奉
仕団の人が訪問しますので、協力して
ください。
日本赤十字社千葉県支部（☎043-24 

1-7531）、市社会福祉課社会班（☎62-
5317）

第24回県民が集う「看護の日」

日時／５月17日（土）　午前11時〜午
後３時
場所／イオンモール銚子
内容／健康チェック、介護相談など
公益社団法人千葉県看護協会（☎

043-245-0025）

くらしのインフォメーションi

いざというときに備えよう
「赤十字救急法基礎講習会」
日時／５月11日（日）　午後１時〜５時
※要事前予約
場所／海上公民館２階和室
内容／心肺蘇生法と自動対外式除細動
器（ＡＥＤ）の使い方の講習
費用／1,500円

千葉県赤十字安全奉仕団第四ブ
ロック事務局・加瀬（☎0479-25-256 
5）

食の安全・安心を
「千葉県調理師試験」
日時／７月23日（水）　午後２時〜４時
場所／日本コンベンションセンター国
際展示場（幕張メッセ）展示ホール８
申込期間／５月20日（火）〜22日（木）
※午前10時〜午後４時のみ
申し込み方法／海匝健康福祉センター、
および八日市場地域保健センターにあ
る願書に必要事項を記入し、提出して
ください。 ※住所地を管轄する保健
所で受け付け（八日市場地域保健セン
ターを除く）。

海匝健康福祉センター地域保健福
祉課（☎0479-22-0206）

　誰もががんになりたくないと願っているはずです。で
は予防するにはどうしたらいいか？　私たちにとって一
番の関心だと思います。がんは種類によってなる原因が
さまざまで、遺伝子レベルで解明されているものもあり
ます。ここでは、私たちが身近ですぐできる予防法の一
部を紹介します。
　がんの多くは生活習慣が関連していると分かっていま
す。関連する生活習慣のリスクには、次のようなものが
あります。
①�喫煙（肺がん、口

こう

腔
くう

がん、咽頭がん、喉頭がん、食道
がん、胃がん、すい臓がんなど）
②受動喫煙（肺がん）
③運動不足（結腸がん）
④�肥満（食道腺がん、結腸がん、直腸がん、閉経後の乳

がん、子宮体がん、腎臓がん、肝臓がん）
⑤�飲酒（口腔がん、咽頭がん、喉頭がん、食道がん、肝
臓がん、乳がん）
などがあります。
　つまり、喫煙をやめること、喫煙している人のそばに
行かないこと、適量の飲酒（日本酒なら１合以下、焼酎
なら１合の３分の２以下、ビールなら大瓶１本以下など）
に抑えること、体重をコントロールすること、肥満だけ
でなく、極端な痩せ過ぎもリスクを高めることがあるの
でバランスよく食事を取ること、適度な運動をするよう
心掛けることでリスクを軽減できます。
　生活習慣以外で高いリスクは、肝臓がんのＢ型・Ｃ型
肝炎ウイルスの持続感染、子宮頸

けい

がんのヒトパピローマ
ウイルス感染、胃がんのヘリコバクター・ピロリ菌感染
などがあります。これらは検査を受けることで発見でき、
治療することでがんになる確率を下げられます。
　がんで死なないためにも、今回紹介した予防法を心掛
け、定期的にがん検診を受けましょう。

［旭市医師会］

身近ですぐできるがんの予防

健 康 ✚✚ メ モ

◆軽自動車税
◆固定資産税　第１期
納期限は６月２日（月）です。
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期
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…申し込み　問…問い合わせ

地域で進めるきれいなまちづくり
「春のゴミゼロ運動」を実施します
　ごみの散乱防止と再資源化を推進す
るため、市内一斉に「春のゴミゼロ運
動」を実施します。道路や公園などに
落ちているごみを集め、きれいな旭を
つくりましょう。
日時／５月25日（日）　午前８時〜　
※当日は、午前７時に防災行政無線で
周知します。
注意事項／●集めたごみは、缶、瓶、
ペットボトル、燃えるごみ、燃えない
ごみに分け、それぞれ別の袋に入れて
ください。 ●家庭にあるごみは、絶
対に出さないでください。 ●集合場
所やごみの集積場所は、区または実施
する団体などに確認してください。
環境課環境美化班（☎62-5329）

５月12日（月）は「民生委員・児童委員の日」
民生委員・児童委員は身近な相談相手
　「誰に相談すればいいか分からない」
「子育てに不安がある」などの悩み事は
ありませんか。民生委員や児童委員
は、問題を解決できる機関を紹介した
り、高齢者を見守ったりと多くの役割
を担っています。
主な活動内容／●地域の実情の把握　
●支援を必要とする人の日常生活に関
する相談および助言　●支援を必要と
する人が福祉サービスを利用するため
の情報提供　●地域で福祉活動を行う
人との連携および支援　●福祉事務所
などの関係行政機関への協力　●育
児、子育てに関する相談や専門機関へ
の連絡調整
社会福祉課社会班（☎62-5317）

行政相談委員が
相談を受け付けます
　毎日の暮らしの中で、行政の仕事に
ついて「相談したいのに、どこに行け
ばいいか分からない」「苦情を言いたい
けど、直接窓口には言いたくない」そ
んなときは、行政相談委員に相談して
ください。
相談日・場所／●５月13日（火）：飯岡
支所　●５月20日（火）：海上支所
●５月27日（火）：干潟支所　※相談は
毎月第１〜４火曜日に実施しています
（祝日を除く）。
時間／午後１時30分〜３時30分
費用／無料
市民生活課市民生活支援班（☎62-5 

396）

尊重し合い、共に活躍できるよう
「旭市男女共同参画計画」を策定
　少子・高齢社会の進展、家族形態や
ライフスタイルの多様化など、社会の
急激な変化により新たな課題が発生し
ています。こうした現状を踏まえ、市
では旭市男女共同参画計画を策定しま
した。計画では男女が互いを尊重し、
個性と能力を発揮できる安全・安心な
社会づくりなどを目標に掲げています。
　くわしい内容は、市ホームページで
見ることができます。
市民生活課市民生活支援班（☎62-5 

396）

環境ボランティア団体への登録で
奨励金を交付
　きれいな旭をつくる会では、環境保
全を推進するボランティア団体に奨励
金を交付しています。
対象／公共的な場所の清掃、不法投棄
ごみの回収などを行う市民10人以上
で構成された団体
奨励金の額／５万円以内　※活動参加
延べ人数により算出、登録団体が多い
場合は調整します。
申し込み方法／５月30日（金）までに、
環境課にある活動計画書に必要事項を
記入し、提出してください。

きれいな旭をつくる会事務局（☎
62-5329・環境課環境美化班内）
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ん
な
衝
動
に
駆
ら
れ
る
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
旭
市
で
も
４
月
１
日

か
ら
15
日
に
か
け
て
袋
公
園
桜
ま
つ

り
が
開
催
。
４
月
５
日
に
は
、
桜
の

開
花
、
天
候
共
に
絶
好
の
状
況
の
中
、

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
芸

や
子
ど
も
ゲ
ー
ム
大
会
、
野
だ
て
な

ど
の
催
し
の
ほ
か
、
わ
く
わ
く
市
場

で
の
物
産
販
売
な
ど
に
、
多
く
の
人

た
ち
が
来
場
。
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
や

噴
水
広
場
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
う

れ
し
そ
う
な
顔
が
、
特
に
印
象
的
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
た
め
池
上
を
泳

ぐ
こ
い
の
ぼ
り
が
、
そ
ん
な
様
子
を

温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
桜
の
季
節
は
短
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
人
々
を
心
地
よ
く
さ
せ
幸
福

感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
少
な
く
と

も
桜
ま
つ
り
で
見
た
笑
顔
は
、
幸
福

感
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

季
節
は
巡
っ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
ん

な
幸
福
感
を
多
く
の
人
が
持
て
る
よ

う
、
市
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

随 

筆
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募集
Recruitment

農業や農家生活の基礎を学ぶ
「アグリレディースセミナー」参加者
日時／５月30日（金）　午後１時15分〜
※年５回開催、預かり保育あり。
場所／ふれあいセンター
対象／市内在住のおおむね40歳未満
の女性農業者
内容／グループワーク、調理実習など
費用／無料
海匝農業事務所改良普及課（☎62-

0334）

聴覚障害者をサポート
「手話奉仕員養成講座」受講生
日時／５月21日〜12月17日の毎週水
曜日（全30回）　午後７時〜９時
場所／中核地域生活支援センター海匝
ネットワークさわやかホール
対象／同講座の入門課程を修了した人
定員／20人
受講料／無料　※テキスト代など別途
申し込み方法／５月10日（土）までに、
社会福祉課にある申込用紙に必要事項
を記入し、提出してください。

千葉聴覚障害者センター（☎043-
308-6373）

５月７日（水）から受け付け開始
「初夏のさわやかハイキング」参加者
日時／５月25日（日）　午前７時15分
集合　※雨天中止
集合場所／干潟支所
行き先／高尾山登山コース（東京都）往
復約７km
対象／市内在住で３時間程度の登山が
できる人
定員／37人
費用／1,000円（交通費など）
申込開始日時／５月７日（水）　午前８
時30分〜
申し込み方法／直接窓口で申し込んで
ください。 ※申込者多数の場合、前
２回実施時（平成25年５月、10月）の
いずれにも参加していない人を優先。
１人で２人分（本人または家族分のみ）
まで申し込み可。

干潟公民館（☎68-3111）

催し物
Events

東日本大震災復興祈願
「海と大地 復興ライブ」
日時／５月４日（日・祝）　午前10時〜
午後３時30分
場所／東総文化会館
内容／ライブ（伊藤多喜雄＆ＴＡＫＩ
Ｏバンド、スミ☆アヤコほか）、講演「奇
跡の一本松からの復興」（鈴木善久さ
ん：高田松原を守る会会長）、写真展
入場料／無料
飯岡まちおこし実行委員会・磯野（☎
090-8941-8925）

地域の魅力を発信するイベント
「ＶＩＬＬＡＧＥ」
日時／５月６日（火・振休）　午前11
時〜午後４時　※荒天中止
場所／袋公園
内容／地域の特産品とそれらを使った
料理、雑貨や衣料品の販売など　※く
わしい内容は、ＶＩＬＬＡＧＥのホー
ムページ（http://village365.exblog.
jp）で見ることができます。
ＶＩＬＬＡＧＥ制作委員会（☎63-10 
33）

お知らせ
Information

農業経営を支援します
日本政策金融公庫の定期相談窓口
　農地や施設などの取得資金、運転資
金の借り入れ相談のほか、農業経営全
般に関する相談を受け付けます。
日時／毎月第１・３木曜日　午前10時
〜午後４時　※祝日の場合は翌週木曜
日、要事前予約。
場所／農水産課
費用／無料

市農水産課振興班（☎68-1175）、
日本政策金融公庫千葉支店農林水産事
業（☎043-238-8501）

無断でハマグリやナガラミなどを
採ることはできません
　市内の海岸には、海匝漁業協同組合
の漁業権が設定されています。組合で
はハマグリ、ナガラミ、ヒラガイを将
来にわたって利用するため、資源管理
に努めています。貝を許可なく採るこ
とは、漁業権を侵害する法令違反です。
海匝漁業協同組合（☎57-3202）、市
農水産課振興班（☎68-1175）

自転車の事故が増えています
ルールを守って乗りましょう
　自転車は便利な乗り物ですが、歩行
者に衝突してけがを負わせるなど、事
故の加害者になる場合もあります。
　被害者・加害者にならないよう、ル
ールを守り安全運転に心掛けましょう。
自転車安全利用五則
１．�自転車は、車道が原則、歩道は例

外
２．車道は左側を通行
３．�歩道は歩行者優先で、車道寄りを

徐行
４．安全ルールを守る
　◦飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　◦夜間はライトを点灯
　◦�交差点での信号遵守と一時停止・

安全確認
５．子どもはヘルメットを着用
市民生活課市民生活支援班（☎62-

5396）

くらしのインフォメーションi

日時／５月20日（火）　午後２時〜４
時
場所／いいおかユートピアセンター
内容／講演「魅力ある新しいふるさと
づくり」（前宮城県知事・神奈川大学
特別招

しょう

聘
へい

教授：浅野史郎さん）
東総地区広域市町村圏事務組合

（☎62-3305）

全線の早期完成を目指し
「第16回銚子連絡道路整備
促進地区大会」を開催

浅野史郎さん
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フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

○千鳥足で餌探し
　シロチドリはスズメぐらいの大きさ
のチドリです。砂浜に住んでいるので
「浜千鳥」とも呼ばれます。体の色は全
体に白っぽく、首に黒い線があるのが
特徴です。市内の砂浜で一年中見られ
ますが数は多くはありません。餌は海
辺に住む昆虫やゴカイなどです。
　千鳥足という言葉がありますが、チ
ドリの仲間は餌を探すときにジグザグ
に歩くので、砂の上に残された足跡を
見てその言葉ができたのでしょう。
○砂浜で子育て
　初夏のころ、砂浜に浅いくぼみを作
り、小石や貝殻を少し置いただけの簡
単な巣を作ります。卵の殻には小さな
斑点がたくさんあって、巣も卵も周り
の砂と見分けがつきにくくなっていま
す。そのため、砂浜を走る車に踏みつ
ぶされてしまうことがあります。
　巣やひなに敵が近づくと、親鳥は砂
の上に身をかがめ、翼を半開きにして
傷ついたふりをして敵の目を引き付
け、卵やひなを守ります。卵からかえっ
たひなはその日のうちに歩くことがで
き、餌も自分で探します。
（旭市文化財審議会委員　齊藤敏一）

砂浜の浜千鳥
シロチドリ

ふるさとの自然 50

くらしのカレンダー

イ イキ キ

“イキイキあさひっ子”を大募集
　掲載を希望する人は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595 旭市二の1920・
☎62-8070）へ。
　対象は小学校入学前の幼児です。申込用紙は旭市保健センター、飯岡保健セン
ター、つどいの広場ハニカム、子育て支援課、秘書広報課、各支所にあります。

　市政に関する情報や市内の
身近な話題などを分かりやす

く伝えられるよう、私たち広報担当は常に見やすい紙面づくり
に心掛けています。できるだけ多くの人に手に取ってもらえる
よう、広報あさひは４月15号から紙面の配色をリニューアル。
そして本年度もおなじみの（Ｙ）（コ）（た）の３人で担当させて
いただきます。担当はリニューアルとはいきませんでしたが、
これからも皆さんに親しまれる広報紙を目指して取り組んで
いきます。どうぞよろしくお願いします。（た）

こ 話編 ぼ集 れ
３日（土）憲法記念日
４日（日）みどりの日

市民陸上競技大会（午前９時〜　東総運動
場）

５日（月）こどもの日
11日（日）母の日
25日（日）春のゴミゼロ運動（午前８時〜）

あさひっ子

食べるの大好き！　お口いっぱい
もぐもぐ

花
はな

ちゃん
平成22年９月９日生
両親＝山﨑英さん
　　　美佐子さん〔後草〕

汐
しお
里
り

ちゃん（左）
平成23年２月22日生

俊
しゅん
輔
すけ

ちゃん（右）
平成25年７月29日生
両親＝佐久間俊勝さん
　　　佳帆里さん〔ハ〕

きょうだい仲良し。 お姉ちゃんは
今年から幼稚園生です

だいぶ歩けるようになったよ！　
早くお外で遊びたいな

漣
れん

ちゃん
平成25年１月25日生
両親＝山口剛さん
　　　泰子さん〔ハ〕


